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主な成果 WG4-2 超高精細度テレビジョン放送の中継方式に関する調査

「課題」 IP 回線の回線品質等調査および地上放送高度化への適用可能性をとりまとめる。

成果１ 現行地上デジタルテレビジョン放送の全国のすべての親局及び中継局（ 0.05W以下のミニサテ
局を除く）への有線 IP回線の敷設状況を調査した。すでに８％の送信所に光回線が敷設されており、
光以外を含めると１１％の送信所に有線 IP回線が敷設されている。また、大規模中継局では敷設され
ている割合が高く、１ KW以上では８６％、０．１ KW～１KWでは６０％の送信所に光回線が敷設されてい
る。敷設の無い送信所については、周辺に通信事業者等の施設有無についても調査した。

成果２ 地上放送高度化方式への
適用にあたっては、伝送帯域や安
定性などの回線品質を確保する必
要があるが、すでに光回線が敷設
されている場合、帯域の拡張や通
信事業者のノード間の信頼性の向
上については、通信事業者へのヒ
アリングにより実現性が高いことが
わかった。一方、山間部、離島など
で通信事業者のサービスエリア外
となる場合は、個別に調査が必要
となる。

・全国のすべての親局及び中継局への有線 IP回線の提供状況を調査した。
・大規模中継局で新規に有線 IP回線を使用する場合の課題とりまとめた。（品質、コストなど）
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